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研究成果の概要（和文）： 
 筋代謝受容器反射や動脈圧受容器反射はともに運動時の循環調節に関与し、両反射がともに
働く場合には相互作用を持つことが示唆されている。これら二つの末梢反射の相互作用に関し
て、筋代謝受容器への刺激強度の影響、異なる筋群での反応性の違いや、このような循環調節
がトレーニングで変化するかを検討した。得られた結果は、１）筋代謝受容器反射による心臓
副交感神経活動および動脈圧受容器反射感受性（BRS）の増加には刺激閾値が存在し、２）前
腕筋群と下腿三頭筋において、上記反応が異なり、３）バドミントントレーニングによって、
利き腕における筋代謝受容器反射の機能に変化は起こらないこと、が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
It was hypothesized that both muscle metaboreflex and arterial barorefelx contribute 
to regulate the heart rate and blood pressure during exercise and then the two reflexes 
were interplayed. This study investigated how the interplays changes in the different 
stimulus levels in muscle metaboreflex and in the different muscles activated (forearm 
and calf). Further, it was investigated whether the interplays change by the specific 
exercise training. 
1) The increases in heart parasympathetic activity and the sensitivity of the arterial 
baroreflex on heart rate change (BRS) do not occur with the weak activation of 
muscle metaboreflex and do occur the above the threshold activation.  Above the 
threshold, there is no gradual increase in heart parasympathetic activity and BRS. 
2) The responses in heart parasympathetic activity and BRS during activation of the 
muscle metaboreflex are different between the different muscles activated. 
3) The function of the muscle metaboreflex induced by handgrip exercise is not 
changed by the specific exercise training in competitive Badminton players. 
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１．研究開始当初の背景 
近年我々は，運動後阻血による筋代謝受容
器反射活性時には，動脈圧受容器反射の心拍
(HR)調節の感受性および末梢血管抵抗の自
発性変動が増加することを報告した．しかし，
筋代謝受容器反射の活性レベルが異なる場
合で、また上肢・下肢などの筋群が異なる場
合で、さらに運動トレーニングによって反応
が変化するかどうか、は明らかではない． 
 
２．研究の目的 
（１）異なるレベルの筋代謝受容器刺激時に
おける動脈圧受容器反射による HR・心拍出
量(CO)調節機能および末梢血管抵抗の反応
を検討すること 
（２）上肢・下肢運動時及び筋代謝受容器刺
激時における種々の部位での循環反応の違
いを明らかにすること 
（３）筋代謝受容器刺激時においてその刺激
強度の違いによる、動脈圧受容器反射感度
(BRS)と動脈圧受容器反射による血管抵抗調
節の感受性との関係を調べること 
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）最大発揮張力(MVC)の 50%で異なる持
続時間(15秒，30秒，45秒，60秒および疲
労困憊まで)の静的ハンドグリップ運動後に
それぞれ前腕阻血を 4分間行った．周波数伝
達関数解析により動脈圧受容器反射による
HR・CO調節機能を評価し，スペクトル解析
により末梢血管抵抗の自発性変動を定量化
した． 
（２）90秒間の静的運動後に 5分間の前腕阻
血（PEMI）を行った。運動は同じ相対強度
の条件として 30% MVCでの静的ハンドグリ
ップ運動 (前腕 30%条件) および 30% MVC
での静的足底屈運動 (下腿 30%条件) を行っ
た。さらに筋代謝受容器反射による血圧上昇
が F 条件と同程度となる条件として 70% 
MVC での静的足底屈運動 (下腿 70%条件) 
を行った。 
（３）大学バドミントン競技選手 12名を被
験者とし、50% MVCでの 60秒間の静的ハ
ンドグリップ運動後に 4分間の前腕阻血を行
うことで筋代謝受容器を刺激し、その時の心
拍数、動脈血圧、心一回拍出量、心拍出量、
総末梢血管抵抗などの循環パラメーターを
評価した。 
 
４．研究成果 
（１）活動筋阻血時の動脈血圧および総末梢
血管抵抗は，運動時間が 45 秒を超える条件
において運動時間の増大に対し直線的に増
加したが，阻血時の COはいずれの条件にお
いても安静との差はみられなかった．阻血時
のHRは疲労困憊まで運動する条件でのみ安
静より高い値を示し，他の条件においては安
静との差はみられなかった．筋代謝受容器反
射による心臓副交感神経活動および BRS の
増加には閾値が存在すること、また、その閾
値は血圧上昇などの循環反応が起こる閾値
と同水準にあることが示唆された。さらに、
閾値以上の刺激が加わった場合には、心臓副
交感神経活動およびBRSはほぼ一定となり、
刺激強度依存的な変化は起こらないことが
示唆された。 
 
 
 
図１ 安静時および運動後阻血時における心臓自律神
経活動 （高周波域のパワー）(平均値 ± SE) 筋代謝受
容器反射による心臓副交感神経活動の亢進には閾値が
存在し、閾値以上ではほぼ一定レベルとなり、刺激強度
依存的には変化しない。 
 
（２）前腕 30%条件の PEMIにおいては、心
臓副交感神経活動およ BRS は安静時から増
加した。一方、前腕 30%条件と同じ相対強度
で運動を行った下腿 30%条件の PEMIでは、
前腕 30%条件の PEMI と比べて血圧上昇な
どの循環反応は小さく、また、心臓副交感神
経活動とBRSは安静時から変化しなかった。
さらに、血圧上昇の程度が前腕 30%条件の
PEMIと同程度となる下腿 70%条件のPEMI
においても心臓副交感神経活動および BRS
は安静時から変化しなかった（図 1）。以上の
結果から、前腕筋群と下腿三頭筋において、
筋代謝受容器刺激時の心臓副交感神経活動
やBRS反応が異なることが明らかとなった。 
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図２ 安静時、運動時および運動後阻血時(PEMI)におけ
る動脈血圧 (平均値 ± SE) 運動後阻血時における平均
動脈圧は、前腕 30%より下腿 30%のほうが低くなり、前
腕 30%と下腿 70%には差はみられなかった。  
 
（３）利き腕と非利き腕の両条件において、
静的ハンドグリップ運動時に心拍数および
平均動脈圧は安静から増加し、運動後阻血時
には心拍数は安静レベルに戻り、平均動脈圧
は安静より高い状態に維持された。運動後阻
血時の心拍数、平均動脈圧、心一回拍出量、
心拍出量、総末梢血管抵抗は、利き腕と非利
き腕の両条件間で差はみられなかった。運動
後阻血時の循環反応は筋代謝受容器反射に
よるものと考えられることから、バドミント
ンのトレーニングを長期間行っても、利き腕
における筋代謝受容器反射の機能に変化は
起こらないことが示唆される。 
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